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3．補正予算の規模 4． 議案等

（単位：千円） ○承認案 2 件
○予算案 13 件

○条例案 6 件

％ ○事件案 11 件

％ （計 32 件）

％ ○報告 3 件

％

市道・農業用施設等災害復旧事業（2事業） 467,500

公園施設災害復旧事業 180,700

令和6年12月定例会補正予算等の概要

　今回の補正予算では、❶災害からの復旧と防災・減災対策を引き続き全力で推し進める。
また、❷地域経済の活性化や❸良好な都市基盤・交通基盤の整備などに取り組む。

❶災害からの復旧と防災・減災対策
　令和６年11月２日の大雨で被害を受けた市道や農業用施設などの復旧を引き続き迅速に進める。
　また、土砂災害からの一日も早い復旧と再発防止のため、城山の斜面の本復旧工事等を行う。
　加えて、急傾斜地でがけ崩れの防止対策工事を実施するほか、高齢者のグループホームなどで
非常用自家発電設備の整備や施設の大規模修繕に必要な費用を補助し、安全・安心な居住環境を
確保する。
❷地域経済の活性化
　国の交付金を活用して、中央商店街に集客施設を整備する費用を補助し、商店街を活性化する民間の
取組を後押しすることで、まちの賑わい創出や消費の拡大を目指す。
　松山空港では、ソウル線が増便されたのに伴い、引き続き県と連携して、航空会社や旅行会社を
支援するほか、無料送迎バス等の費用を追加補正し、国際線の利用促進と一層の観光誘客につなげる。
　また、債務負担行為を活用し、令和７年の４月と５月に寄港予定のクルーズ船をおもてなしする
準備を進めるとともに、年間を通じた切れ目のない公共事業の発注に取り組む。
❸良好な都市基盤・交通基盤の整備
　市民や観光客の利便性を高める移動手段としてシェアサイクルサービスを普及し、定着させるため、
事業者が行う環境整備を支援する。
　また、県が実施するJR松山駅の鉄道高架、松山港の護岸、中島環状線等をはじめ、道路や港湾等の
事業費の一部を負担し、良好な都市基盤・交通基盤を整備する。

　そのほか、技術職員を確保するため、就職サイトに登録した学生に、面談の実施や受験を
直接働きかける「オファー型採用」を導入する。
　また、松山競輪の車券売上の増加に伴い、払戻金等の必要経費を追加で補正する。
　人件費については、職員の採用・退職や昇任・昇格に伴う変動等に応じた追加補正を行う。

（単位：千円）

❶

社会福祉施設防災設備等整備補助事業                   34,993

❷

商店街等活性化事業 50,000

公園施設災害復旧事業（債務負担行為） （R6～7 限度額） 550,000

がけ崩れ防災対策事業  109,000

クルーズ船受入等業務委託（債務負担行為） （R6～7 限度額） 19,700

公共工事の発注・施工時期等の平準化（債務負担行為） （R6～7 限度額） 150,600

国際観光客誘致促進事業 44,106

松山空港国際化支援事業補助金 27,553

松山空港利用促進協議会負担金事業 5,082

愛媛県土木建設負担金（街路）事業 281,670

県営港湾・海岸整備事業地元負担金 245,514

愛媛県土木建設負担金（道路）事業 22,965

❸

シェアサイクル推進事業補助金 5,200

区　分
12月補正額

累　計 対前年同期伸率
通常分 人件費分

・ オファー型採用の就職サイト使用料（採用試験事務） 825

松山競輪の払戻金等の追加補正 5,000,000

・ 職員人件費 410,960

一般会計 3,427,501 383,606 234,600,704 2.51

特別会計 5,223,262 27,354 158,838,145 8.99

企業会計 51,241,100 1.30

計 8,650,763 410,960 444,679,949 4.59
公債管理特別会計 17,804,400

合計 8,650,763 410,960 462,484,349
－
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